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構成が簡単で物体検出効率の高い測距装置
特 許 権 者：国立大学法人岐阜大学

ライセンス情報番号：L2005009436

原稿作成：青山　進　　有限会社青山技術士事務所

カーナビゲーションシステムなどの進化によ

り、空間情報の重要性が広く認識されるようにな

ってきた。こうした状況から社会インフラの新規

需要が誘発され、新たなセンシング機器需要の増

加を生んでいる。事実、本発明技術の分野である

光センシング機器市場を見るとその生産額は

2004年に大幅増があり、2005年以降も上昇を続

けている。また、測距装置を測量機器と見てもこ

の市場規模は年2,200億円（販売高）といわれる。

移動体が搭載する測距装置の用途の一つは自動車

であろうが、高級車には既に搭載され、トレンド

として増加している。もう一つの分野はやはりロ

ボットであろう。すなわち、３Ｋ職場のロボット

化、医療介護、災害関連など広い分野でロボット

化が進むにつれ、性能の良い、コンパクトな測距

装置のニーズが高まる。将来的には鉄道車両、土

木建築、災害対応、船舶航行、防衛兵器、未開地

探検調査、スポーツなど広い分野での実用の可能

性を秘めている。

14

ユーザー業界 活用アイデア

輸　送 その他 

船舶の安全航行用測距装置
○他の航行船舶、浮遊物、橋脚、岩
礁など安全航行上注意すべき物体
を自動的に発見、警報を出し、距
離を表示

宇宙作業用測距装置
○ランデブ制御、その他距離感を掴
むのが困難な対象物への接近など
に。宇宙ロボットに搭載もできる

market potential

patent review

車や電車のように常に移動する物体から目的対象物

迄の距離を敏速に測ろうとする場合、通常は音波や電

磁波を目的物体に放射して、この波動が反射して戻っ

てくるまでの時間により距離を計算する方法が一般的

である。しかし、この方法の大きな欠点は目的物体が

樹木や土砂のように波動を吸収してしまうような場合

には適用できないことである。そこで近年、デジタル

カメラ等で目的物体を撮影し、得られた画像を解析し、

三角測量の原理を使って距離を算出する技術が開発さ

れ、実用化されている。しかし、この技術にも次の問

題点がある。目的物体に影がある場合にはその影を物

体の一部として認識してしまうために測定精度が低下

する。もう一つはこの方式の核心ともいうべき画像領

域の分離、すなわち、目的物体の写っている領域画像

と、物体の写っていない領域画像を分離することが前

提になっている。なぜならば画像解析をする前に物体

の存在する領域を切り取る必要があるからである。こ

の分離工程が介在するために物体の検出効率が非常に

悪くなってしまう。本発明は反射鏡の取り付け角度を

工夫することにより画像領域の分離を自動的に行うこ

とができる（図２を参照）。その結果、移動面を排除

した画像が得られるので目的物体は影のない画像とな

っている。これらの要因が大きく寄与し、測定の精度

を向上させ、検出効率が高くなることにより測距離に

要する時間が短縮される。

用　語　解　説
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測距装置
光や音などを用いて自動的に測定主体から目標物体まで
の距離を測定し、測定値を信号として迅速に出す装置

オプティカルフロー
時間的に連続するデジタル画像の中で物体の動きをベク
トルで表したもの。画像処理技術で利用されている

三角測量
適当な間隔の測点を結んだ三角形網の辺の長さと内角を
順次測定し、正弦定理を応用して測点の座標を決める
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